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はじめに

本校理科でほ，中高一貫教育の利点を生かすこと。生徒の興味をひく授業をすることを目的と

して，カリキュラムの改善等に取り組み成果をあげてきた。生物分野においては，中1では，で

きるだけ多くの時間を観察にあてるようにし，中2でほ実験中心に，中3でほ実験と3年間のま

とめに重点をおいた。

（Ⅰ．本校理科のカリキュラム参照）

観察や実験を重視するために，教師側も良い結果がでるように，万全の準備をする。そのため，

生徒は「今日は何をやるのか？」と興味をもって授業に臨む。その点でほ，初期の目的は達成さ

れているが，やがて生徒ほ，与えられた課題をこなすことに慣れ，授業に受け身の姿勢で参加す

るようになってきた。生徒の創意工夫が生かされず，創造性を伸ばしにくいという問題も生じて

きた。生徒ほ教師に任せきりで，主体的に学ぶという切実感もない。このことは，本校のみなら

ず，現在の中◎高等学校における大きな問題の1つとなっている。

受け身の姿勢で授業に参加する生徒のこのような現状を打開するために，生徒を創意工夫しな

がら積極的に学習に取り組ませるにほどうすればよいかを考え，課題研究という形を取り入れ，

実践してきた。

自分の興味をもったテーマについて，4～5人の班で研究し，全員の前で発表するという形を

とるため，調べるに従って興味が広がっていくし，発表の場で他の放と内容を比較されるので，

他の班に負けないように，事前の準備にも生き生きと積極的に取り組む。

課題研究ほ，中学3年間のまとめの意味も含めて，3学期に実施し，原則として生態系分野か

ら各自がテーマを決め，4～5人の班単位で研究発表することとした。過当り，1時間（50分授

業）であるため，毎回3つの班が発表することとし，12分発表，質疑3分とした。

このように，生徒が自らのテーマを見つけ，創意工夫しながら積極的に調査研究した成果を発

表し合い，問題を深めていく発表学習の実践例その成果と問題点について報告する。
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課題研究は，カリキュラムのように従来ほ3学期に行うが，本年度（1990年度）のみ地学分野

との関連で，2学期に実施したものである。

3年間の授業を通して，第2分野の中1では観察◎スケッチを中心に身のまわりの生物の特徴

や基本的な生活史と分額を学ぶ。中2でほ実験中心に，動物や植物の構造と枚能について学ぶ。

中3でほ生態系の学習が中心となる。ここでほ生産者である植物の光合成を中心に学び，生物ど

うしのつながりについて学習する。この段階で，生徒はマクロなレベルで自然を見ることが可能

になる。そのような視点で自然環境の保全に関する諸問題の中から自らテーマを選びそれについ

て調査研究し，自分の意見をまとめ発表する。このような生徒の創意工夫を生かす総合的な学習

で，中学3年間のしめくくりにしている。
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本校理科のカリキュラム

本校におけるカリキュラムと指導計画は，

次の表1～表4に示した通りである。その

中で本稿で取り上げたのは中3の3学期の

人間と自然2．課題研究である。

表2 理科年間指導計画（中学1年）

襲1 中学校過当り時間数

1分野 2分野 計

1年生 1 2 3

2年生 2 2 4

3年生 2 2 4

1 分 野 （遇1時間） 2 分 野 （週2時間）

1

学

期

口吻質と原子，分子

1．混合物の分離生徒実験

□身近に見られる植物

観察とスケッチ

（種子植物の花）
（ろ過，蒸留，蒸発 サクラ

乾固） タソポポ

2．純物質の特徴 生徒実験 エンドウ

（融点，瀞点測定） □ 植物たちの生活 マ ツ

3．単体，化合物 生徒実験 （胞子植物）
（再結晶） 1．生きるために イヌワラビ

演示実験 a 光を求めて ゼニゴケ

（蒸留） b 水を求めて ソウ額
4．元素，原子，分子 演示実験 など

（電気分解） 2．子孫を残すために （留意点）

5．元素記号と周期表

6．単体，化合物の表し方

a種子をつくる 観察を通して生活

b胞子をつくる 史を考える

2

学

期

口 吻質とその変化 □ 動物たちの生活

1．酸化と還元生徒実験
（砂糖，Pウ，木炭，

硫黄，エタノール

の燃焼）

演示実験
（マグネシウムの燃

焼）

2．質量保存の法則生徒実験
と定比例の法則（銅の酸化）

演示実験
（酸化銅の還元）

3．化学反応式演示実験
（石灰石と塩酸の反

応）

（水の合成）

4．化学変化と状態変化

5．化合と分解生徒実験
（鉄と硫黄の化合）

演示実験

（炭酸水素ナトリウ

ムの分解）

6．気体の性質生徒実験
（気体の発生と性質）

アン′そニア

二酸化炭素
酸素

水素

二酸化硫黄

1．生きるために動物ほ顕微鏡観察

（ミクロメーター）

（花粉，花粉管）

2壷諾を残すために（羞葱垂；基孟蒜
（アメーバ）

（ボルボックス）

3

学

期

□生物の種類とそのつながり

1．生物を分顕する

2．生物の世界の移り変わり
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表3 理科年間指導計画（中学2年）

1 分 野 （週2時間） 2 分 野 （遇2時間）

1

学

期

ロカのほたらき

1．力とほ何か 演示実験

2．力の表し方

3．いろいろな力 演示実験

□生物のからだのしくみ

1．生物のからだと細胞顕微鏡観察
a細胞は生きている（タマネギのリソ
か 片）

b生物の一生ほ1個細胞，核
a 接触してほたらく力 の細胞から始まる 原形質流動

b空間をへだててほたらく力

4．カのつりあいと合成，分解生徒実験

。受精，発生（タマネギ板端細

。細胞分裂 胸の細胞分裂）

。親と子のつながり

5．重力

6．液体中，気体中ではたらく力

2．植物が生きるための（植物の雑感）

しくみ 薬，茎，根

a水や無機物を取り
a 閉じ込められた液体，気体 入れるためのしくみ
でのカの伝わり方 演示実験 b 気体を出入りさせ

b圧力 済示実験

C浮力 演示実験

d物体の密度測定 生徒実験

るためのしくみ

2

学

期

□ 電子と物質 3．動物が生きるための

1．物質は電気を通すか 生徒実験

（固体，液体，気体について）

2．原子の構造

しくみ

a消化の意義 生徒実験
a 原子モデルの歴史 （半透膜を用いた
b 陰極線 演示実験 b 血 液 実験）
c 原子の構造 （血液の観察）
d 電流と電子 C 血液の循環とその （赤血球，白血球）

3．金属を流れる電流 役割 （血液型の判定）
a 金属の構造と自由電子 。循環のしくみ
b 電流，電圧，抵抗 生徒実験 。気体を交換するし
C 電圧と電流の関係 生徒実験 くみ

4．水溶液とイオソ 。栄養分を運ぶしく
a 電解質と非電解質 み

（水に溶けるとほ？） 。排出と調節のしく
b水溶液の電気分解 演示実験

Cイオソ

（電気分解のメカニズム）

d電池製作 生徒実験

み

3

学

5．物質の構造

aイオン性結晶
b分子性結晶

C金属
6．酸，アルカリ，塩

a酸とほ何か
b酸の特徴（金属との反応）演示実験

【コ生きていくための反応

1．感覚器16皿フィルム

2．神経系16mmフィルム

期
Cアルカリとほ何か
d中和反応 生徒実験

e中和反応のメカニズム
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嚢4：理科年間指導計画（中学3年）

1 分 野 （週2時間） 2 分 野 （週2時間）

1

学

期

ロ 運動とその原因 □ 生物どうしのつな □一岩石とその成因

1．堆積岩と地層

1．運動の様子を探る 演示実験 がり

（記録タイマー， 1．線色植物のはた

ストロボ写真） らき 観察スライド

2．火山と火成岩

2．物体に力がほたら 生徒実験 a 光合成の意義

いていない場合の運 b 光合成と環境
勒（速度の概念） 要因 観察スライド

3．変成岩

3．一定のカがはたら 生徒実険 C 光合成と呼吸

いている場合の運動 生徒実験

（Ⅴ－tグラフ） （光合成速 観察
4．力と運動との関係 生徒実験 度の測定，

5．落下運動の測定 生徒実験 光合成色

（記録タイマー， 素の抽出）

ポラロイドを使 2．分解者のはたら
用したストロボ き

撮影と分析） a 土の中の生物
演示実験

（水滴の実験）

b 菌頸や細菌頸

2

学

期

□ 仕事とエネルギー 3．つりあいのとれ □ 大地の動き

1．仕事の原理 演示実験 た自然界 1．隆起と沈降
2．運動する物体のする仕事 演示実験 a 生物どうしの スライド

（運動エネルギー） つりあい 2．碍曲と断層

3．高い物体のする仕事 演示実験 16Ⅲmフィルム 演示 スライド

（位置エネルギー） （植物の分布） 3．不整合

4．運動エネルギーと位置エ b 自然界での物 スライド

ロ地質調査法

1．野外調査の仕方

ネルギー 質循環

ロ エネルギーとその移り変わり □生物のまとめ

解剖
1．熟とエネルギー スライド

a 摩擦による力学的エネ 演示実験 2。磯器の取り扱い

ルギーの減少 （トノサマガエル） 実習

□理科校外学習

b 熱のする仕事 演示実験 留意点

2．電気とエネルギー 生徒実験 解剖を中心にま

（抵抗の発熱） とめる 1．神奈川県城ケ島

3．光とエネルギー レポート

a 光と熱 生徒実験 2．埼玉県長瀞
b 発と電気 標漆作り
c 光とほ何か 3．まとめ

3

学

期

4．電流，磁界とエネルギー

a磁界とほ何か
b電流の受ける力 演示実験

［］人間と自然

1．中学生物のまと

［コ気象

1．気圧と風の吹き
（モーターの め 方

製作） a 食糧問題と自 a 局地風と季節
c 電磁誘導 済示実験 然 夙

（発電磯） b 生物渡締 b 天気図の作成

5．化学変化とエネルギー 生徒実験 実習

（電池製作） 2．課題研究

6．エネルギーの移り変わり （テーマ：寸公害等‡2．四季の天気

（他分野との融合） 4－5人単位で） 気団と前線

太陽定数の測定，太陽電池製作，

光合成の説明など

演示
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正 中学3年生において課題研究学習を設定した理由

授業における受動性，生徒の創意工夫が生かされる機会が少ない知的探求の意欲の乏しい現在

の生徒の実態を打破するには，中1，中2，中3で学んだことを生かし，課題研究学習の形で，

各自が興味を持ったテーマを創意工夫しながら研究し，自分の考えをまとめそれを発表するとい

う学習の場を設定することは，有効であると考えている。

本校の中学生約120名ほ，全員が連絡進学するために，高校入試を受験しない。そのため，時

間的◎精神的なゆとりがある反面，生徒の緊張感が希薄になる時期でもある。ほじめにで述べた

ように，生徒の授業に臨む態度が，受け身になり，生き生きとした活動が見られなくなってくる

ことも問題である。そのような状況を打開するにほ，生徒が主体的に活動しやすい形態の授業も

必要である。全員の前で発表する課題研究学習ほ，上記の問題点を解決する非常に良い方法であ

る。全員の前で発表するので，他の班と内容を比較されるため，責任もあり緊張感をもって準備

し，ライバル意識をもって内容を高めるために，相当の努力をする。又，自分の興味をもったテ

ーマを選ぶために，準備の段階，発表の場等で，さまざまな創意工夫をする。発表の準備の大変

さがわかるために，他の班の発表から積極的に学ぼうとする態度も身についくる。

一方，生態系の単元ほ，中3の第2分野の重要な内容であり，関連した内容を，保健体育や社

会科でも学んでいる。従ってこの時期に生態系について学習するのほ適切な時期であり，又，実

験等は生態系分野でほ行いにくい。そのため，講議形式の授業を行いがちで，生徒もなかなか思

うように積極的に授業に参加しないことがあった。

以上のことから，生態系分野（主として環境破壊）の中からテーマを選び，課題研究の形の授

業を行うことほ，生態系分野の学習法としてほ，非常に有効であると考えている。

Ⅲ 課題研究の計画 表1指導計画

（i）指導計画
4 月 第1時限 発表学習の計画を説明する。

およその日程の説明。

6．月 夏休み直前の 生態系の構造と機能を説明。

3時限 夏休みにも準備するよう指示。

9 月 第1時限 プリテスト

第 2 時 限 途中経過報告書を投出させる。

10月

11月

中 旬

授業でほ，脳と神経系について指導。
授業中に数回，昼休み，放課後，各班，

全体と話し合い。種々のアドバイス。
試薬の調整他

発表用の原稿提出

11月

12月

15日

29日

6日 ‡慧要望究〔注〕差等芋蔓蒜蔓空夢
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（ii）指導目標

①生徒が，受動的でなく，積極的に学習に取り組む。主体的に研究テーマを選択できる。

②準備，発表の段階で，テーマにふさわしい資料を集めたり，創意工夫して調査研究ができ

る。

③発表の場で，よく準備された，内容にふさわしい効果的な方法で発表し，互いに学び合う。

（iii）評価の計画

生徒の活動に対する評価ほ，次の①～③の観点で行った。

①テーマの選択法の取り組みの実態

（a）中間報告書の内容，

（b）授業中，放課後などの活動の状況

（C）発表時における評価状況

②調査研究法

（a）発表の内容

（b）事前の準備

③発表内容

（a）プリテストにより，開始前の生徒の状態を知り，発表内容との知識レベルの差を見

る。

（b）発表内容，討議の様子

（C）発表時の，プリントの内容と，評価用紙による相互評価の点数

課題研究とその結果を発表させる形式の授業形態が，適切であったかどうかほ，指導目標との

関連で，生徒に対する評価をもとに行った。評価点の高い班が多い樫，本実践が有効であるとみ

なした。

Ⅳ 課題研究の嚢践

（i）事前の準備における生徒の取り組み

生徒が最初の段階で選んだテーマを，次の表に示す。

（ii）発表学習前の生徒の取り組み

それぞれの班ほ，夏休みの間に，自宅付近の図書館等で資料となる文献を集めた。それを持

ち寄り，各自の仕事の分担の決定，アプローチの方向等の話し合いを行った。この活動は，多

くの班が9月に行った。この時期に，各班長にB5版の用紙に経過報告させた。この報告書の

内容を見て，必要に応じて班と著者との話し合いをもったので，各班のおよその動向をつかむ

ことができた。

各班のアプローチの方法も多様であった。文献の研究を中心とする班，環境庁等の機関に行

き説明を聞く等の聞き取り調査を中心とする班，実際に身近な川の汚染の状態をパックテスト
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衰2 生徒の選んだテーマ

A 組． B 組 C 組

1 酸 性 雨 森 林 破 壊 富 栄 養 化

2 環 境 汚 染 酸 性 雨 森林破壊

東京湾汚染→霞ケ滞汚染3 フ ロ ソ カナ ス 大 気 汚 染

4 温 室 効 果 多摩川の汚染 自動車公害

水質汚染

温暖化

5 酸 性 雨 放 射 能（原発）

6 環 境 破 壊 大 気 汚 染

7 水 質 汚 染 オ ゾ ン 天然記念物

8 ア ス ベ ス ト 大 気 汚 染 環 境 破 壊

9 大 気 汚 染 森 林 破 壊 水 質 汚 濁

等により調査する班が，およそ3つのタイプあるいはその複合形といった活動が行われた。パ

ックテスト等の実験を行った班は，4～6回程実験方法等について，著者も交えて話し合いを

行った。

実際に調査研究を発表する7～10日前（原則として，実際にほ1／3程の班ほ，5日程前にな

ってしまったが）に，およその発表内容，方法について筆者と簡単な打ち合せをした。この段

階で，0◎H。P，VTR，スライド映写枚等必要な班が確認できた。それぞれの器材は著者が

準備した。各班とも発表要旨をB41枚にまとめ著者が印刷し，事前に配布して，レジメとし
ヽ

て活用させた。全部で27の班のうち，3つの班のみが本番当日の朝に提出したが，他の24の

班ほ，原則通りに進行した。

（iii）課題研究の実態

発表の行われた授業では，1時限に3つの故に発表させ，3時限（3週間）かけてすべての

班が発表した。1班当り，発表時間12分，質疑3分とした。質疑に時間がかかる時は，数分の

延長を特に許した。発表は，班により多様であった。1人の代表が行う場合，全員が交代で，

環境庁等でのやり取りを劇のように再現したりする形式など，様々な工夫がなされ，生き生き

とした発表が続いた。発表の後，様々な質問が出され，活発な討議が行われた。

発表時には，全員に発表評価用紙を配布し，各発表について基準を設けて評価させた。自分逮

の所属する班が発表した場合には，その内容や準備についても評価させた。評価用紙を授業終了

時に回収し，評価用紙の記載内容についても，評価の対照とした。（資料4参照）

各班のテーマ¢発表の概要。準備段階の取り組みの評価◎発表内容の評価等を合わせて表3に

示した。
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褒3 各班の発表内容及び評価

ク

ラ 班

準備

の

発表の評価

教師生徒の評価 発 表 内 容

ス 評価
の

評価 内容 諭旨
（テーマとその概要）

A

組

1 A A 3．6 3．3 酸性雨の実態，日永における問題。

2

3

A A 3．7 2．8 ゴミ問題，諸外国と日永の対策の適い。環境庁で調査。

⑧ ⑧ 2．9 2．0 フロソガスの影響，各国の協力が大切である。

4 A A 2．4 2．1 温窒化のメカニズムと対策。

5 ⑧ ⑧ 2．5 2．1 酸性雨のメカニズム。

6 ④ ㊤ 3．6 3．4 ゴミ問題。処理法，現状，最終処理場での調査結果。

7 ④ ㊤ 3．4 3．2 水質汚染。／くックテストによる現状報告。対策。

8 A A 3．0 2．7 アスベスト。人体への影響，対策。

9 ④ ④ 3．7 3．3 大気汚染の実態，対策。ザルツマン試薬を用いた調査報告。

B

組

1 ④ ④ 3．6 3．2 熱帯雨林の伐採の現状，酸性雨，大山の調査。

2 A A 3．0 2．6 酸性雨の被害の実態の報告。

3 A、 A 2．8 2．4 大気汚染の種類，実態。

4

5

④ ㊤ 3．7 3．6 多摩川の汚染現状，パックテスト結果報告，対策。

⑧ ⑧ 3．0 2．8 原発の実態。社会問題としてとらえる。

6 A A 3．3 3．2 大気汚染，人体への影響。

7 ④ ㊧ 3．6 3．8 オゾン層の破壊のしくみと対策。

8 ④ ④ 3．4 3．2 大気汚染，自動車排ガス，都のデータ改ざん。環境庁の人々の対話。

9 ④ ④ 3．3 2．6 酸性雨の実態。濃度の逢うH爵04を鉢準え植物にかけた結果報告。

C

組．

1 ㊧ A 3．5 3．2 水質汚染。手賀沼調査／ミックテスト。

2 ⑧ ⑧ 2．4 2．1 森林破壊その多くのファクター。対策。

3 ㊤ ④ 3．0 2．5 霞ケ滞の汚染，水質検査の報告，対策。

4 ⑧ ⑧ 3．1 3．0 自動車公害。行政の対策。不十分な指導。

5 A A 3．3 3．0 相模川の水質調査，水質汚染の種額。

6 A A 3．3 2．5 温暖化，原因多く，対策進んでいない。

7 B B 2．9 2．0 天然記念物。シラコバトの現状。

8 B B 2．6 2．7 富士山の汚れ。

9 ⑧ B 2．3 2．0 水質汚染。

〔注〕1．

2．

準備の評価は，始めの準備段階からのもの。

生徒の評価は，評価用紙の4，3，2，1を総合計した平均値

3．2～4．0 ④
2．4～3．1 A

2．1～2．3 ⑧
～2．2

B

に相当する。
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全体的に言えることは，実際に現地で調査，測定，聞き取り等を行った班の発表は迫力があ

り，論旨も明確で，聞いていてその内容がよく理解できた。一方，文献調査を主体にした班は，

全体像をまとめきれず，発表内容をしぼりきれない傾向が見られた。

（如）討議の深まりはあったか

これは班の発表の内容により，質疑の内容が異なるが全体に真剣に行われた。発表の内容，

観点，主張にそった様々なレベルの質問があった。

質問の数例を挙げると

（a）B．0．Dとほ何か

（b）関係省庁（行政側）は，どのように判断し，対応しているのか。

（C）現状の報告がなされたが，どのような対策が考えられるか。又，我々にできること

は何か。

等，適切かつよく考えられたものであった。

Ⅴ 評価

各班の本書の評価は，Ⅲ－（iii）評価の計画に基づき行った。その結果ほ，表3にある。各班

の発表についてほ，筆者の評価の④，A，⑧，B及び，生徒の評価（4，3，2，1で評価した

平均値を④A⑧Bになおしたもの）をのせた。筆者の評価ほ④が9班，Aが10班，⑧が5班，B

が3班となった。

④：内容も濃く，論旨も明確であり，準備もよくなされていた。非常に良い。

A：④に比べて，一部に，やや欠点があった。全体としては，よく準備されている。

⑧：一応の水準にほ達しているが，あと一歩工夫がはしい。準備ほ良い。

B：発表として最低限の形ほ整っているが，全体的に熱意が不足している。

Ⅲ－（iii）③aのプリテスト時の生徒の知識と発表時の内容から，発表学習の成果を判断する

ことができる。この点についてほ，考察で検討する。

準備等の評価は次のようにした。

（iii）－①の生徒の事前準備の積極性についてほ，④，A：非常に熱心 ⑧：必要な準備ほよ

くしているが，1部に熱心でない生徒がいた。 B：最少限の準備。余り熱心ではない。

の4段階に評価した。

事前準備に用いられた時間ほ，主として昼休み，放課後，割り当てられた授業数時間である。

（iii）－②の創意工夫して活動するについてほ，発表時の内容に加味した。単独では評価しな

かった。

Ⅳ 考察

課題研究の成果の評価は，指導目標にそった形で生徒の活動を評価した評価結果を検討するこ
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とにより得られる。

そこで，Ⅲ－（ii）指導目標の①と②を同時に，③を次に検討し，最後に全体を見て，問題点

についても検討する。

（a）生徒の取り組みの姿勢について

表3に示したように，⑧が10班，Aが9班，すなわち，非常に真剣に取り組んだ班が27班中19

班（70％），⑧の6改も加えると，25班（93％）の生徒が熱心に取り組んだといえる。

これは，興味をもったテーマを自由に研究できる発表学習という形が，生徒にとってもやりが

いのあるものであるという資料となる。

生徒の自己評価ほ数例を示すと，

「多摩川の水ほ，思ったよりきれいだった。早くから張り切り過ぎて少し息切れしたが，自

由研究は調べたことが身につく。」 B組4班

「勉強してよくわかった。これからの生活で自分が汚染源にならないように注意したい。」

B組8班

「酸性雨の実態がよくわかった。面倒だが，調べるにつれて，どんどん興味がわいた。」

B組9班

というように，生徒が努力して準備したことがわかるものが多かった。

（b）発表の内容について

課題研究により生徒が知識を身につけることも重要な要素である。このことについてほ，発表

の内容自体を見ること，およびプリテスト時の生徒の実態と発表内容との逢いを見ることで確認

できる。

プリテストの1例が生徒の答の実態。（）内ほ正答率

。水俣病の原因物質ほ何ですか。（100％）

。生態系における生産者はどれですか（∂0％）

◎植物の生態分布を決定する要因はどれとどれですか。（20％）

以上のように，知っている事と知らない審の差が大きい状態である。又，B．0．D，C．0．D，生

物濃縮について説明できる生徒は，順に，5，5，18％程度であった。知識の程度としては，興

味のある生徒は知っているが，それ以外の生徒は無関心に近い状態といえる。

発表の場では，水質汚染をテーマにした班ほ，すべてB．0．D等について，語源，その意味，

数字の大小により示される汚染の度合についてよく把握していた。班により，この説明をした放

と省略した班があった。省略した班に対して，B．0．Dについて質問が出た時（前述），1分程

度で，適確に説明していた。聞く方もよく聞いたし，他の班の発表もよく理解できたと生徒ほ書

いていた。全体の知識レベルも納得いくだけの向上をしている。

発表時の討議に関しても，発表の内容に応じて質問がなされ，かなり上手く回答していた。こ

の点もよく準備されていたことを裏付けている。
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発表の内容については，④：9班，A：10班，⑧：5班，B：3班となった。非常によかった

④とAが19班，⑧も含めると24班。はとんどの班が評価の面で良い発表をしたことがわかる。B

の3つの班は，班を決める時から消極的で，うまく研究できなかった放であった。

以上述べたように，課題研究により，従来問題とされていた生徒が受動的であること，創意工

夫が生かされないことなどの問題点が，生徒の活動が，見違えるように積極的になり，かつ内容

の濃い発表が行われたことかみてら，この分野における，“課題研究’’という授業形態が非常に

有効であることがわかった。生徒にも，この形態の学習ほ好評であった。

例を挙げると，

「表面的には知っていたが，深く理解できた。対策もわかった。」

「しっかり調べることの大切さがわかった。発表もうまくゆき，他の班の人もよく聞いてく

れてうれしかった。準備したので，質問にもうまく答えられた。」

「発表があるので真剣に取り組めた。実際に霞ケ浦まで行き検査もできた。自分にこんなこ

とができるとほ思わなかった。うれしい。」

というように，肯定的なものが多かった。

一方否定的なものほ，課題研究という授業形態にでほなく，自分自身のいいかげんさに向けら

れたもの，発表の時間の短さに向けられたものが大部分であった。

苦労して調査した班，実験を工夫した班等，努力した班程満足感をもっているので，その点で

も効果があったと考えている。

蓑3の発表の評価について，著者のものと，生徒の内容についての評価は，ほぼ同じ傾向を示

しているので，生徒もよく聞き理解していることがわかる。生徒の論旨に関する評価点が低い理

由ほ，発表でもたついた班に対する評価がきびしいことと，専門用語の説明を省略した班の発表

がよく理解できずに，低い評価を受けたことが主な要因である。

Ⅶ ぁわりに

受け身な生徒を積極的に授業に参加させることを目標にした“課題研究”ほ，非常に有効であ

り，生徒にも好評であった。発表の場を設定することで，生徒のやる気を引き出すことができた。

一方，問題点も明らかになってきた。

①やる気のない班，今回は3つの班に目が届きにくかった。やる気のない班ほど，質問にも釆な

いので，筆者の指導の手が入りにくい傾向にあった。

②検査方法に関する知識（著者の）が不足して，彼らの質問に答えられない場合があること。

③課題研究学習の開始から，全体の前で発表するまでの準備期間の活動を評価する基準を決めか

ね，評価が主観的になる傾向があった。等である。

どうしても，主観的になりがちであった。
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これらの点を今後，さらに研究を続け，改善して行きたいと考えている。

Ⅶ 謝辞

生徒がお世話になった，関係省庁の方々，この報告をまとめるに当って，又，発表学習につい

て多大なアドバイスをて頂いた，本校生物科の見沼喜兵先生に，心からお礼申し上げます。

資料1最初の時限に生徒に配布したあの

1．目

課題研究

的 興味のあるテーマを見つけ，そのテーマにそそって多方面から調査研究し，

その内容を発表する。

2．班 の 構 成 同じテーマを設定した4～5名で班を形成し，その班ごとに発表する。

3．テーマの設定 主として生態系分野から設定する。

環境問題を中心に扱う。（例 公害，オゾン層の破壊，e t C）

4．発表の時期 2学期の最後の3週間に，各クラス3班／1日 計9班が行う。

5．発表の形式 発表12分，質疑応答3分 計15分

6．評 各発表に対して互いに評価をし，その内容及び発表の内容から採点し，50

点満点で評価する。（2学期の成績は100点満点50点は期末テスト）

7．発表に用いる資料 （カプリソト1枚

器具 a．発表のテーマ（例 農業問題e t c）

b．テーマ設定の理由

c．発表要旨

d．：妊長。班員名

e．謝辞

f．その他

（参各班で必要なもの

OHP，スライド，VTR，etC
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8．発蓑までの授業進行

資料2 中間報告の例

発表学習に関する説明の後，必要に応じて行う。

各班の質問や相談にほ授業中休み時間に対応する。

～8常襲員幾晩

3卑8晩年執

⑳餅艶 M◎S

急務簡
T。F，K。F，K◎Y，N◎試，

亨岬マ

甥叡紬丸顔廃

線尊掲

紳ソプヌト（C砂／秘仏軸おぉ｝〆戯象プ魂雛シ転
宅親人した。

教ゎ相磯・六郷路二うきて、．施政。

甥（批風川線素旛，感激・・羞経絡
％批断線誇軸，如て酪掟リ

蜘の戯
／ l一っ

切ゎに、旧瀕む糾を液酸 ）（如東二う．

蕗駈碑枇フしうZ軌てi批うに繊細徽
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資料3 発表用資料の例

テ桝マ ヂの’才乙β或

水管汚濁 ま二ついて

～／占卑遽絶β各州の阜背ノ苗′細緻款ぼ
プ境 鉱泉 A◎T

筏夢 T

K

N

F

¢

◎

◎

◎

U

O

M

Y

いま一歩たろの身の好l＝ニ～3、針）成るばどの
食べ常々涙顔、電気鍵品．単などポあふ朗ているか

わすか船客終i二fま々菖ど克郎なかり究こと発、か苫i

ト魚油のやで、み凰り私人遭ポ廃車に好意£た鮨
泉療ぐ、号8の蜜かな変り盈飴風とてくれ汽の符－p

乙か乙 今、卑の響かさり、平にと．芙I、：が出て響て

いる¢ 密かで度感づにすサ食ぇ愈、級カ（禽くなり、

滴凰＆縛り てい汽jli阜ドナバ已必L、ついき＝争晋

ノ謬iま卑の恩象の為に、凰の腐ん々邑寄せっき†ない
ブ苗に豊でなっ てl誉っ 托中

々ろ卑ろ、俊郎で打i了藍温卜太める色彗溶かち

の鍵凍邑番える緒朗でiまな♭、たAろうか♂頚よ遮り維

む大畑．鞄と て感賂紹、号質そている者た、げ部名察

占でぞる 喜ので‡淫ないの好増：ち・・・‥

成風′雄～ま、手管三者の永督増減の絹幽＆守一ulて

蔚換巳人腐の変移にワトて考ぇてみた¢
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l デ乳 ご（食）

I、習1－一考
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ノ

言ゎ0伽0 β如0β∂ 描 占、㌻ ク、㌢るゴ．g

わククク∂ク∂∂㌢㌻0ク00 ？4プ 220 4 7

変電溺 2り∫♪0ク8pクク∂ わ？ク0ク0 2∫り0／ よワ4 郎、ヱ ／∂j．、伊

′人曽たl）の慮丸せか適格にケ付く・濠ヶ滴、の

缶滋、監芭凋のJ応で非常托絹如やイい

号嘗ブぎ〔卦霞ヶ藤
～人笥朱l）湛ぇ登れ払薮

2′i毒液り状況（賓う膠）
貸串

〔普〕

うくい ひガい お ヽか
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D
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こ一
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こい 濠五払ぶな 定いり

謬竿㌫予言訃等
入

々ニラしガえるフラツ

盈えび●てラなぎちちぶ
J

カムj掛 アメリカザl

ノレーギル ぺへ
′

よう－からすガ
、 ．一′

い な家㌻ちくすガに
Z与芯

監象碗

〔今〕

戯荊、東京でブ肖骨でれろり†ギれカ●′ごヤ卑り紬〆が手
管三宮産だ、た
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資料4 発表学習時の生徒の評価用紙

ノ／月卵の発表学習

㌻疲の発表に対する自分の意見

内容捻良かったか

諭旨は明確だったか

舟親 電 氏多 7、T

4⑦ 之1

4 3（夢1
裁も興囁をもったところ

轟甘仰い笹（．寄ヤ、曹ハニとも動望浄絹レ£うi讃L碍けれ針

＝けぢいと＝うここ一

触憾煉り甘頚綿丈い戊うこ七，

；と箭驚忍l；驚詔言警岬7
酸′醜かいで与各1功に
Z、I手首暗く、雷〆痔で束骨

自分の意見

警護…喜警望琵琵£ニ訟
＼＿I

ヽ

漂誅ゝさ接瑠ミニ㌫㌫

、七三鍬如呪たきセう悌‾た＝。

毒超絶吾㌔宝l、
卿かでlは火声た電乱槻訪も厚ヨかで乾ようすけわ凱＝ナなハー¢

控蜂融七ち牢ラマもめに魚非常亀紘～てし終い▲相称如、けなt－

麺の議滋諾孟雛掛鶴勘
内容は長かったか 毯 3〔塾1
論旨は明確だったか 毯 3 2（》
放も興囁を留ったところ

て柁皇締八淡けl言常客p、海尉こす如無駄L、わで灘称九ヒニヲ
財軋が各；豹に史的一一う虹諸寄芦‥言放ヒをえ怨ヴん／チ‥む言セ＝
終腹水・外汲む、 丸こんぉことばでt皇ない。，

自分の意見

締約帥岬も凍みこのlrれこ咋仲春弓嘩r乙澄包もがソ新札

訳さt毒猥主海空芯恕誌蒜蒜締拗ヒl心うrご
巧ポー．、くぬ．に丸七く竜受滞納－な汚うたよぅただう¢
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？竣の賂義に対する爵分の意見

内容は良かったか

静瞥は明確だったか

澄も興味をもったところ

4（彰 21

4や 2 エ

珠セtt！uシシ、、こ声、弛もれ首鹿島かIみもこは更かン埠や笹滋し督怒れ．

モの他郎払単スエッり、の埠担！チ吃克パ盲。
′り牝モ各線熟象亮朗あ＼鶉恵三れも一
不弁＝音頭れTント・㍉坑－トにあてキ如糾入h子亀脚一獅んて壬乃八

白分の意見

練絹三野もか趣き＼鞍－：白衣tて，、リシンり－■み一郎kて竜摘も青乞和

紙か巧かし紆nしいけ恥入私宅毅屯‥けγ、喘て曙痩汚蛮行毛

「呼－る、㌧、苫一ぺ勺淋鴫勧を廃しくマ∂鞍り内容り〆や察もじちでてて‡ま
‾憐ナ宗叱払う，衷遜れ更息樋薙ぎ告q鴨

自分の砿の発表・について

一生懸命取り組んだか●

内容ほ鳩尾で普たか

発表はうまくできたか

発表学習をして良かったところは何か

反省／感想

4 3 21

4 3 21

4 3 21
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